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３・１１東日本大震災から１年たって思うこと 

 日本の災害史を根本から塗り変えたあの 3・11 東日本大震災から、早くも１

年が経過しました。被災地の一部ではようやく復興の槌音が響くようになりまし

たが、まだまだ手つかずのところもあるようです。巨大地震に大津波、それに厄

介な原発事故への対応が人々を苦しめ、がれきの処理一つをとっても受け入れを

拒否する自治体が相次いでいます。復興に向け人々のつながりや絆が強調されな

がら、いざ自分たちの所に問題が持ち込まれると、簡単に「分かち合い」の精神

をかなぐり捨てる姿には複雑な思いです。潮騒 JTC も「活動は理解できるが、

ここへの進出は困る！」という総論賛成・各論反対の声に苦しんできた経緯があ

るだけに、この困難をどうすれば共有できるのか、心密かに悩みます。 

 新聞報道によれば、被災地では目に見えない疲弊や徒労感が広がり、住民に心

的外傷後ストレス障害（PTSD）やうつ、不眠症状などに加え、アルコールやパ

チンコに依存する人たちが増えているといいます。既に長期化した避難所でのプ

ライバシーが保てない生活段階から、被災者の飲酒を巡るトラブルは専門家の間

で問題視されていましたが、その後なんとか仮設住宅などに入居できたものの従

来のコミュニティーが失われているため、周囲からの孤立化がアルコールやパチ

ンコへの依存を高めているようです。1995 年の阪神大震災でも、家や仕事を失

った被災者がアルコール依存症に陥ったケースが多数報告されています。家族も

財産も仕事も生きていくために大事なものを何もかも失い、一人きりの孤独な身

の上になって生きる希望や目的を見いだせない状況に置かれたら、人はぶつけよ

うのない怒りや悲しみ、苦しみをどう解消したらいいのでしょうか？  

救われない思いを癒すというのは、言葉でいうほど簡単なことではありません。

そうした立場に追い込まれた人々が、目の前にある手っ取り早い「快楽」に身を

ゆだね、依存する姿を第三者的に批判するのは意味をなしません。孤立化や心の

空洞化を防ぐ、具体的な手立てが早急に求められます。ただ、依存症に陥ってし

まうと問題は厄介です。そういう時にこそ、私たちの経験を生かしてほしいので

す。世間からは「好き勝手やった挙げ句にヤク中やアル中になったくせに…」と

思われがちですが、私たちも依存症という病の根本には心に深い孤立感を抱えて

います。だからこそ回復の柱には「仲間との絆」をすえて、孤立化することへの

危険性を意識し、日々のミーティングで深い内省へとつなげているのです。私た

ちのようなマイナス人生からの回復が、夢や希望を失った被災地の人々に何らか

の形で役立てるなら社会への恩返しにつながり、私たちもより高次な回復へと導

かれるというものです。              （施設長 栗原 豊） 
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潮騒ファイザープロジェクトの

職業訓練（樹木伐採作業）でチェ

ーンソーを使い、汗を流す入寮者 
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 ３月に入り、潮騒 JTCが独自に取り組むファイザープロジェクト（薬物・アルコール依

存症者の自立支援および就労プログラム開発モデル事業）が本格的に取り組まれています。

うれしいことに支援者の中から雑木林の伐採や荒れた農地の開墾、新たな農地提供などの

協力申し入れがあり、本プロジェクトのワーキンググループ会議で協議した結果、これら

をプロジェクトの実施計画に組み込み、職業訓練メニューとして厚みを加えることになり

ました（次号で詳細を報告予定）。そのため事業初年度は重機オペレーターの育成研修と、

これとドッキングした農業関連の取り組みが大きな柱になりそうです。 
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■ファイザーファイザーファイザーファイザー事業事業事業事業をををを通通通通してしてしてして自分自分自分自分をををを変変変変えたいえたいえたいえたい 

 自分はこれまでも施設側が提案するボランティアの作業プログラムに参加してきたので、今回のファイ

ザープロジェクトにもほとんど違和感なく参加しています。でも、まだまだ朝は寒く、「きょうだけは休み

たいな」と思う日もありますが、仲間の力で毎日、プロジェクトに関わる作業に参加しています。 

 正直なところ、自分の今の回復状態では社会に戻っても、すぐにクスリ（覚せい剤）を使ってしまうの

ではないか？ との不安がつきまとい、ふと作業の合い間に薬物の事を考えてしまう場面があります。 

 そうはいっても作業が始まったら、あっという間に１日が終わっている感じです。改めて依存症者にと

って仕事の重要性を感じています。少しでも、クスリに頼らない自分を取り戻すためにも必要な、大切な

１つのプログラムだといえます。ファイザーの支援を得ることができた意義は大きいと思います。 

 潮騒ファイザープロジェクトの職業訓練プログラムに加われることは、自分にとってありがたい限りで

す。自分にできることを、自分のペースでやらせてもらい、なんとなく力を与えてもらっているように思

います。このプログラムを通して、もっと自分を変えられるようにしたいと考えています。仕事をしなが

ら一緒に働く仲間の姿を見ては、自分も励まされています。                 （キクキクキクキク） 

 

■きつくてもきつくてもきつくてもきつくても強強強強いいいい責任感責任感責任感責任感でででで仕事仕事仕事仕事にににに向向向向かうかうかうかう 

 ファイザー事業（職業訓練）で、鹿嶋市内の丘陵地（区画整理地）にある雑木林の伐採作業に参加して

います。昔で言えば、木こりの仕事です。急傾斜地にある雑木林で伐採した直系 60、70㌢ほどもある大木

（主にシイの木）の枝を払い、それらをまとめて紐で縛り、トラックに載せて４、５分のところにある保

管場所に移す――という一連の作業です。 

 かなり体にきつい作業だとは覚悟していたのですが、仕事がとても単調なのに加え、私は半年ぐらい体

を使っていなかったことから疲れが激しく、挫折感から心が折れそうになりました。「これではダメだ！」

と思い直し、気合いを入れて頑張るのですが、しばらくするとまた「これは、やばいかな…」と、つい弱

音を吐こうとする自分がいます。アディクト特有の甘えだと批判を受けそうですが、そのように気持ちは

揺れながらも、なるべく自分のペースを維持しながら作業に取り組む日々です。私は幸いにも人一倍責任

感が強いのが取り柄？ なので、これが私の持続の原動力になっている感じです。もっともアディクトの

場合あまり強すぎると返ってマイナスに作用しますが…。 

 この強い責任感がなければ、私の場合、自分で自分の生活を律したり、社会人として人間関係をうまく

築けません。いつまでたっても社会に居場所を見いだせない、ただのダメな薬物中毒の男で終わってしま

います。その意味で、このきついと思える仕事に責任感を持って向き合うことは、もしかしたら自分を変

えていく方向につながるとの希望を抱きます。 

 仕事に没頭しながらも疲れて手を休めたりすると、一度は社会人だった自分をふと思い出し、良いこと

や悪いこと、仕事のこと、そして苦労を掛け通しだった母親のことがまぶたに浮かびます。今の私にとっ

て、過去の埋め合わせはまだまだ先の話ですが、何事も自分のためと思い頑張っています。 

 取り組みは始まったばかりですが、今回、自分を変えることにつながるファイザープロジェクトに参加

している意味を自分なりにとらえ返し、いつかは社会に戻れる日を夢見ています。      （ナカナカナカナカ） 
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このチャンスを生かしたい 

 パソコンを本格的に学習するのは

今回が初めてです。「60の手習い」と

いう言葉もあるので、くじけずにキー

ボードを叩いています。まだ始まった

ばかりで、受講生の仲間の皆さんにつ

いていくのに必死で、少々気が滅入っ

たりもしています。それでも、この与

えられたチャンスを無為に過ごすこ

となく、いただいた時間を大切に使い、

パソコン習得に関する知識や技術を

身につけたいと思います。このような時間を頂いたことに感謝しています。        （シマシマシマシマ） 

 

ロートルながらも少しずつ向上 

 60歳を過ぎてからの手習い、というより指先や頭への刺激という意味合いでパソコン教室に参加してい

ます。まだ元気で仕事をしていた頃に比べると、アルコール依存症になって末梢神経や指先、足先が少々

震えたり、力が入りにくいという影響があるのですが、ロートルながらも思いきって教室への参加を決意

した次第です。仲間に後れを取らないようにと毎回、悪戦苦闘していますが、講師の佐藤先生の優しく、

丁寧な指導のお陰で少しずつですが、覚えられています。 

 「ジョブトレーニングセンター」の施設名が示すように、職業訓練に関する実践的なプログラム開発は

潮騒ＪＴＣ開設以来の悲願です。それだけに今回、ファイザーという世界的な製薬企業の支援を得られた

ことは大きなチャンスです。これを生かして、仲間とともに就労に向けての資格取得や技術習得に努めた

いと考えます。依存症の回復を目指す入寮者一人ひとりが、本当の意味での自立と社会復帰について考え

ながら、それぞれの夢や希望につながるよう施設を挙げた取り組みにしてほしいと願います。 （コバコバコバコバ） 
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◆「私も自分の弱さを認め、魂を磨いていきたい」◆ 
 今年今年今年今年のののの１１１１月月月月にににに宇都宮市宇都宮市宇都宮市宇都宮市でででで開開開開かれたかれたかれたかれた栃木栃木栃木栃木ダルクダルクダルクダルク主催主催主催主催のののの「「「「アディクションセミナーアディクションセミナーアディクションセミナーアディクションセミナー」」」」でででで、、、、潮騒潮騒潮騒潮騒ＪＴＣＪＴＣＪＴＣＪＴＣのののの

責任者夫妻責任者夫妻責任者夫妻責任者夫妻とごとごとごとご縁縁縁縁があったがあったがあったがあった。。。。私私私私ははははダルクダルクダルクダルクややややセルフヘルプグループセルフヘルプグループセルフヘルプグループセルフヘルプグループのことをのことをのことをのことを知知知知りたいとりたいとりたいとりたいと思思思思いいいい、、、、３３３３月月月月９９９９日日日日

からからからから 11111111 日日日日までのまでのまでのまでの間間間間、、、、施設見学施設見学施設見学施設見学をさせていただいたをさせていただいたをさせていただいたをさせていただいた。。。。    

        ミーティングミーティングミーティングミーティングではではではでは、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ思思思思いいいい思思思思いにいにいにいに話話話話をしていたをしていたをしていたをしていた。。。。自身自身自身自身のののの生生生生きづらさをきづらさをきづらさをきづらさを仲間仲間仲間仲間にににに話話話話すことによっすことによっすことによっすことによっ

てててて、、、、自分自身自分自身自分自身自分自身をををを見見見見つめているようであったつめているようであったつめているようであったつめているようであった。。。。またまたまたまた、、、、過去過去過去過去のののの過過過過ちをちをちをちを認認認認めめめめ、、、、仲間仲間仲間仲間にににに語語語語りかけることによりりかけることによりりかけることによりりかけることにより、、、、

傷傷傷傷ついたついたついたついた魂魂魂魂をををを癒癒癒癒しししし、、、、自分自分自分自分とととと相手相手相手相手をををを大切大切大切大切にすることをにすることをにすることをにすることを学学学学んでいるようにんでいるようにんでいるようにんでいるように感感感感じたじたじたじた。。。。    

        認認認認めたくないめたくないめたくないめたくない過過過過ちをちをちをちを受受受受けけけけ入入入入れることがれることがれることがれることが回復回復回復回復のののの第一歩第一歩第一歩第一歩であることをであることをであることをであることを学学学学ぶことができぶことができぶことができぶことができ、、、、貴重貴重貴重貴重なななな時間時間時間時間であであであであ

ったったったった。。。。12121212 ステップステップステップステップはははは、、、、生生生生きていくきていくきていくきていく上上上上でとてもでとてもでとてもでとても役役役役にににに立立立立つとつとつとつと思思思思うううう。。。。私私私私もももも自身自身自身自身のののの弱弱弱弱さをさをさをさを認認認認めめめめ、、、、魂魂魂魂をををを磨磨磨磨いていいていいていいてい

きたいときたいときたいときたいと思思思思ったったったった。。。。                                                                （（（（栃木県壬生町栃木県壬生町栃木県壬生町栃木県壬生町、、、、福井歩笑福井歩笑福井歩笑福井歩笑さんからのさんからのさんからのさんからの便便便便りりりり））））    

ブレイクタイムブレイクタイムブレイクタイムブレイクタイム・・・・休憩休憩休憩休憩コーナーコーナーコーナーコーナー    



 潮騒ファイザープロジェクトで、入寮者を対象にした職業訓練メニューとして比較的希望の多

かったパソコン教室が順調に進んでいます。本教室はパソコン関係スキルの習得を目的に、２月

からスタートしました。会場は潮騒ＪＴＣが活動拠点としている鹿嶋市まちづくり市民センター

のパソコン室を利用して、毎月３～４回実施しています。参加者はキーボードに初めて触れる方、

すでにプラウザ上で の操作を経験している方な

ど幅広いですが、基 本練習として平仮名やカタ

カナ、漢字、英単語 や短い例文など、特に文字

入力に馴れてもらえ るよう、当初はメモ帳アプ

リを用いての簡単な 文字入力をしていました。 

 現在はワープロ操 作まで進んでいますが、毎

回に熱心な個別質問 も多く、参加者の自立への

積極的な取り組みを 実感しています。使用して

いる機器は不特定多 数の方々が使う共用パソコ

ンということもあり、入力したデータを本体に保存できない等の制約もありましたが、潮騒側か

らＵＳＢ型外部メモリを人数分購入してもらってデータ保存の仕方も解決するなど常に気を使

っていただいています。近い将来は潮騒で毎月発行しているニュースレターを、自発的に編集で

きるレベルまでにと考えています。ご期待下さい。写真撮影の現像やイラスト制作、ＤＴＰ等で

パソコンを普段より使う私ですが、できるだけ例を用いた分かりやすい指導を心掛け、社会復帰

を意識しながら、自力での生活を営めるようにするプログラムとして、微力ながらも社会復帰の

一助になれればと考えています。                     （講師・佐藤修） 
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練習用が不足しています。使わない中古パソコンを献品してください！ 
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で
読
ん
だ
り
、
講
習
を
受
け
て
知
識
と
し
て
頭
に
蓄

え
て
も
意
味
を
な
し
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
 

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
潮
騒
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
で
す
が
、
会
場
や
講
師
の
関
係
か
ら
集
中
講
義
が
組

め
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
普
段
の
入
寮
生
活
で
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
、

親
し
む
機
会
を
多
く
し
た
い
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
潮
騒
に
は

事
務
局
用
の
専
用
パ
ソ
コ
ン
以
外
に
入
寮
者
が
練
習
用
に
気
軽
に

使
え
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

今
後
、
入
寮
者
が
社
会
復
帰
し
て
職
業
に
就
く
た
め
に
も
、
勉

強
中
の
パ
ソ
コ
ン
技
能
を
我
が
も
の
と
す
る
た
め
に
、
ご
自
宅
に

眠
っ
て
い
る
中
古
パ
ソ
コ
ン
や
不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
献
品
を
お
願
い
し
ま
す
。
ノ
ー
ト
や
デ
ス
ク
ト

ッ
プ
な
ど
型
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
普
及
し
て
い
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
版
以
降
が
有
難
い
で
す
。
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
参

加
し
て
い
る
入
寮
者

の
練
習
用
に
、
不
要
に

な
っ
た
中
古
パ
ソ
コ

ン
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

献
品
願
い
ま
す
。
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２月初めに実施した潮騒ファイザープロジェクトの家屋解体の職業訓練について、取材し

てくれたフリージャーナリストの崎山勝功さんが、以下のような提言をしてくれました。 
※           ※           ※ 

 家屋解体は一部に技能を伴うも

のの、作業の大半が単純作業なため、

技能の蓄積が難しい側面がある。今

回の職業訓練でも指導に当たった

ベテラン職人が「重機を使えば 2時

間で終わる」と言うほど、重機が使

えない特殊な事例（細い路地の家屋

など）でもない限り、手作業での家

屋解体の需要は難しい。 
しかし、見方によっては「細かな

ニーズに応える」という形で仕事の開拓ができれば、ニーズを掘り起こせる可能性はある。

こうした肉体労働（単純作業）の仕事だけでは、再就職による社会復帰が極めて難しい現

状がある。例えば土木・建設現場では、ショベルカー（通称・ユンボ）などの建設機械を

動かす大型特殊免許が無ければ就職は難しい。免許が無い場合は、職人のアシスタントと

いう形での労働が可能だが、技能の蓄積は困難だろう。 
 倉庫などの運輸・物流現場では、日雇い派遣などの非正規労働者が多く働いているが、

彼らが行うのは「ピッキング」という一種の仕分け作業や、コンテナからの荷降ろしが主

である。フォークリフト免許があれば比較的高い給料がもらえるが、そうでなければ時給

800～900円にとどまるため、自立生活は難しい。また、多くの職場では作業スケジュール

に基づくノルマが設定されているため、かなり厳しい労働環境にある。 
どちらにしろ、ダルクの世界観とは真逆の、「経済効率」や「ノルマ達成」を求める世界

なため、入所者が厳しい労働環境になじめずにアルコールや薬物に再度手を出す危険性が

考えられる。しかし、社会復帰を考えるならば、現在中学校の教育現場で導入されている

「職場体験学習」に似せた形で、ゆっくりと時間をかけた形で職業訓練を進めたほうがい

いかと考える。時間や予算が許せば、資格取得の手助け（例・大型特殊免許などの運転免

許取得のための学科の勉強）などがあれば、今後に生かせるだろう。 
 今回、屋根の上での高所作業があったが、できれば労働法令に沿った形での安全対策を

取ることが望ましい。今回の作業は平屋建ての小屋だったが、２階建て家屋での作業など

を考えると、安全対策を十分に取る必要がある。どのような仕事も「一回で覚える」のは

不可能なため、数回にわたって作業をさせることが必要になる。その際には指導はダルク

内部の職務経験者が行うのが望ましいと考える。今後も無事故でファイザープロジェクト

を推進し、どうか実り多いものにしてほしい。 

作業の継続と大型特殊免許の取得を～家屋解体作業から見えた課題 

６６６６ 
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 私、長澤茂守（アノニマス名はチョー）は昭和 28年７月 15日生

まれ。あと１年で 60歳になろうとしています。静岡県富士宮市出

身です。私がアルコール依存症になったのは約２年前からです。次

第に酒量が増えて酒びたりの毎日となって、仕事（交通誘導員）に

も支障をきたすようになりました。ついに会社をクビになり、行き

ついたところは精神科病院でした。 
 入院した時は体重が 45㌔㌘まで減り、げっそりと頬がこけ、入

院の際には名前も言えず、文字も書けない状態でした。アルコールで頭が狂っていたので

す。案の定、診察の結果、アルコール依存症と診断されました。 
 なんとか治療に専念して３カ月もすると、酒で侵されていた体もだいぶ良くなりました。

しかし、快方に向かっていた状況が一変しました。退院を間近にしたある日、病棟で目覚

めると光が見えず、目の前が突然グリーン一色になりました。何が起きたのか、その異変

に頭の中がパニックになり、このまま目が見えなくなる…、というこれまで経験したこと

のない恐怖感に襲われました。 
 病室の仲間がすぐに看護師を呼んでくれて、近くの眼科医で診てもらうことができまし

たが、なんと診断結果は網膜はく離でした。「すぐに手術をしないと失明する恐れがある」

とのこと。その医師に紹介状を書いてもらい、都内の順天堂大学病院で２回手術をしまし

た。その際、担当医から「アルコールの飲みすぎで目が悪化していた」と言われ、それほ

ど自分の体は蝕まれていたんだ、と失明寸前の経験をしたことでアルコール依存症の怖さ

を身を持って思い知りました。 
 手術は成功して目も正常に近くなり、元の精神科病院に再入院して回復に向けて取り組

むことになりました。約３カ月の入院により、すっかりアルコールも抜け、目の状態も良

くなり、退院後のリハビリ施設として潮騒ＪＴＣを紹介され、まもなくここに入寮するこ

とになりました。                        （以下、次号） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続続・・ダダルルクク２２５５年年のの歩歩みみかからら  

７７７７ 

我が回復ストーリー……（チョーさんの巻き・上） 

＜3月生まれの仲間たち＞ 

タツヤタツヤタツヤタツヤ        ノリノリノリノリ 
ヤスベエヤスベエヤスベエヤスベエ        シマシマシマシマ        ヒロヒロヒロヒロ 
 

 



ヤクヤクヤクヤク中中中中にににに嘘嘘嘘嘘をををを言言言言わせるのがわせるのがわせるのがわせるのが日本日本日本日本のののの裁判所裁判所裁判所裁判所？？？？  

    ●●●●地域地域地域地域のおのおのおのお巡巡巡巡りさんのりさんのりさんのりさんの出番出番出番出番    

    警察警察警察警察にはにはにはには犯罪犯罪犯罪犯罪がががが起起起起きたらきたらきたらきたら捕捕捕捕まえるのとまえるのとまえるのとまえるのと

はははは別別別別にににに、、、、地域社会地域社会地域社会地域社会のののの防犯防犯防犯防犯、、、、予防予防予防予防のののの役割役割役割役割がががが

あるあるあるある。。。。犯罪犯罪犯罪犯罪がががが起起起起きるきるきるきる前前前前にににに何何何何とかするとかするとかするとかする。。。。そそそそ

こはこはこはこは地域地域地域地域のおのおのおのお巡巡巡巡りさんのりさんのりさんのりさんの出番出番出番出番でででで、、、、グレーグレーグレーグレー

ゾーンゾーンゾーンゾーンにいるにいるにいるにいるヤクヤクヤクヤク中中中中をまずはをまずはをまずはをまずは薬物依存薬物依存薬物依存薬物依存のののの

回復教習所回復教習所回復教習所回復教習所にににに送送送送るるるる。。。。おおおお巡巡巡巡りさんがりさんがりさんがりさんが「「「「おおおお前前前前

このこのこのこの頃頃頃頃おかしいなあおかしいなあおかしいなあおかしいなあ」」」」とととと教習所教習所教習所教習所にににに引引引引っっっっ張張張張

ってくるってくるってくるってくる。。。。起訴猶予起訴猶予起訴猶予起訴猶予にしてにしてにしてにして、、、、簡簡簡簡単単単単にににに裁判裁判裁判裁判

にににに上上上上げないようにげないようにげないようにげないようにねねねね。。。。教習所教習所教習所教習所でもうでもうでもうでもう一度一度一度一度、、、、

一一一一からからからから依存症依存症依存症依存症についてについてについてについて勉強勉強勉強勉強させさせさせさせ、、、、やめやめやめやめ方方方方

をををを教教教教えるんだえるんだえるんだえるんだ。。。。そのそのそのその方方方方がががが現実的現実的現実的現実的だろうだろうだろうだろう。。。。    

    でもでもでもでも、、、、それができないんだそれができないんだそれができないんだそれができないんだ、、、、日本日本日本日本ってってってって

いういういういう国国国国はははは。。。。どうしてなんだろうどうしてなんだろうどうしてなんだろうどうしてなんだろう。。。。日本日本日本日本のののの

裁判所裁判所裁判所裁判所はははは全然全然全然全然ダメダメダメダメ、、、、話話話話にならないにならないにならないにならない。。。。弁護弁護弁護弁護

士士士士にしろにしろにしろにしろ検察官検察官検察官検察官にしろにしろにしろにしろ「「「「こいつこいつこいつこいつ、、、、性懲性懲性懲性懲りりりり

もなくまたやるだろうなもなくまたやるだろうなもなくまたやるだろうなもなくまたやるだろうな」」」」ってってってって本音本音本音本音ではではではでは

疑疑疑疑っているっているっているっている。。。。裁判官裁判官裁判官裁判官もももも本音本音本音本音はははは同同同同じじじじ。「。「。「。「もうもうもうもう

２２２２度度度度としませんとしませんとしませんとしません」」」」とととと誓誓誓誓わせながらわせながらわせながらわせながら、、、、嘘嘘嘘嘘をををを

つかせてるつかせてるつかせてるつかせてる。。。。本人本人本人本人はははは判決判決判決判決のののの時時時時だけはだけはだけはだけは本気本気本気本気

ででででクスリクスリクスリクスリやめようとやめようとやめようとやめようと思思思思っているかもしれっているかもしれっているかもしれっているかもしれ

ないがないがないがないが、、、、一歩塀一歩塀一歩塀一歩塀のののの外外外外にににに出出出出たらたらたらたら売人売人売人売人のののの所所所所にににに

足足足足がががが向向向向かっているかっているかっているかっている。。。。それがそれがそれがそれがヤクヤクヤクヤク中中中中なんだなんだなんだなんだ。。。。

裁判所裁判所裁判所裁判所でででで本人本人本人本人がいくらがいくらがいくらがいくら誓誓誓誓ってもってもってもっても先先先先のことのことのことのこと

はははは分分分分からないからないからないからない。。。。それでもそれでもそれでもそれでも「「「「やめますやめますやめますやめます」」」」とととと

嘘嘘嘘嘘をををを言言言言わせるのがわせるのがわせるのがわせるのが日本日本日本日本のののの裁判裁判裁判裁判所所所所だだだだ。。。。    

    それにそれにそれにそれに弁護人弁護人弁護人弁護人。。。。いくらいくらいくらいくら被告被告被告被告をををを弁護弁護弁護弁護するするするする

のがのがのがのが仕事仕事仕事仕事とはいえとはいえとはいえとはいえ、、、、空空空空しいとしいとしいとしいと思思思思うようようようよ。「。「。「。「ここここ

のののの被告被告被告被告、、、、いつまでもつのかないつまでもつのかないつまでもつのかないつまでもつのかな。。。。もうもうもうもう２２２２度度度度

とととと弁護弁護弁護弁護したくないなあしたくないなあしたくないなあしたくないなあ」」」」ってってってって。。。。検察官検察官検察官検察官（（（（検検検検

事事事事））））だってだってだってだって「「「「おおおお前前前前、、、、またまたまたまた来来来来たのかたのかたのかたのか」」」」とかとかとかとか

言言言言ってってってって威張威張威張威張っているっているっているっている。。。。そいうのをそいうのをそいうのをそいうのを見見見見るとるとるとると、、、、

「「「「だからあんたのだからあんたのだからあんたのだからあんたの仕事仕事仕事仕事がががが成成成成りりりり立立立立っているっているっているっている

んじゃないかんじゃないかんじゃないかんじゃないか」」」」ってってってって、、、、ひねくれもののぼひねくれもののぼひねくれもののぼひねくれもののぼ

くはくはくはくは皮肉皮肉皮肉皮肉のののの一一一一つもつもつもつも言言言言いたくなるいたくなるいたくなるいたくなるんだんだんだんだ。。。。    

    ●●●●薬物問題薬物問題薬物問題薬物問題ははははこのこのこのこの近藤近藤近藤近藤におにおにおにお任任任任せをせをせをせを    

    ぼくはぼくはぼくはぼくは裁判所裁判所裁判所裁判所でででで情状証人情状証人情状証人情状証人にににに立立立立つたつたつたつたびにびにびにびに、、、、

「「「「検事検事検事検事さんさんさんさん、、、、あんたのあんたのあんたのあんたの仕事仕事仕事仕事をををを暇暇暇暇にしてやにしてやにしてやにしてや

るからるからるからるから薬物依存問題薬物依存問題薬物依存問題薬物依存問題はははは地域地域地域地域にににに任任任任せなさいせなさいせなさいせなさい

よよよよ」」」」とととと心心心心のののの中中中中でつぶやいているでつぶやいているでつぶやいているでつぶやいている。「。「。「。「ヤクヤクヤクヤク中中中中

のののの回復回復回復回復はははは地域地域地域地域でででで、、、、ダルクダルクダルクダルクでやりますよでやりますよでやりますよでやりますよ。。。。

日本日本日本日本のののの薬物問題薬物問題薬物問題薬物問題はははは、、、、このこのこのこの近藤近藤近藤近藤におにおにおにお任任任任せくせくせくせく

ださいださいださいださい」」」」ってねってねってねってね。。。。そうするとそうするとそうするとそうすると地域地域地域地域がががが活性活性活性活性

化化化化するするするするよよよよ（（（（笑笑笑笑））））。。。。    

    だってだってだってだってダルクダルクダルクダルクのののの人人人人はははは壊壊壊壊れていてもれていてもれていてもれていても、、、、そそそそ

のののの道道道道のののの専門家専門家専門家専門家だよだよだよだよ。。。。ヤクヤクヤクヤク中中中中のののの当事者当事者当事者当事者だかだかだかだか

らららら経験経験経験経験のののの蓄積蓄積蓄積蓄積がががが違違違違うんだうんだうんだうんだ。。。。本人本人本人本人がががが（（（（薬物薬物薬物薬物

をををを））））やってるかどうかなんてやってるかどうかなんてやってるかどうかなんてやってるかどうかなんて、、、、すぐすぐすぐすぐ分分分分かかかか

るるるる。。。。同同同同じじじじ仲間仲間仲間仲間だからだからだからだから臭覚臭覚臭覚臭覚があってがあってがあってがあって選別選別選別選別でででで

きるきるきるきる。。。。これこれこれこれをうまくをうまくをうまくをうまく使使使使いこなせたらいこなせたらいこなせたらいこなせたら、、、、社社社社

会資源会資源会資源会資源のののの有効活用有効活用有効活用有効活用じゃないのじゃないのじゃないのじゃないの？？？？    人生人生人生人生のののの

失敗失敗失敗失敗がここではがここではがここではがここではノウノウノウノウハウハウハウハウとしてとしてとしてとして生生生生きるんきるんきるんきるん

だだだだ。。。。こんなこんなこんなこんな有意義有意義有意義有意義なことはないなことはないなことはないなことはない。。。。    

    ことことことこと薬物問題薬物問題薬物問題薬物問題にににに関関関関してはしてはしてはしては地域地域地域地域のののの人人人人たちたちたちたち

ががががサポートサポートサポートサポートしていくことがしていくことがしていくことがしていくことが大事大事大事大事なんだなんだなんだなんだ。。。。

できることはできることはできることはできることは自分自分自分自分たちでやろうたちでやろうたちでやろうたちでやろう、、、、ってねってねってねってね。。。。

地域地域地域地域にはにはにはには医者医者医者医者やややや保護司保護司保護司保護司ががががいるいるいるいる。。。。アルコーアルコーアルコーアルコー

ルルルル依存者依存者依存者依存者もいるしもいるしもいるしもいるし、、、、プログラムプログラムプログラムプログラムもあるしもあるしもあるしもあるし、、、、

学校学校学校学校のののの先生先生先生先生もももも養護教員養護教員養護教員養護教員もいるもいるもいるもいる。。。。そういうそういうそういうそういう

関係者関係者関係者関係者ががががネットワークネットワークネットワークネットワークをををを組組組組んでんでんでんで知恵知恵知恵知恵をををを出出出出

しししし合合合合ってってってって、、、、本人本人本人本人にふさわしいにふさわしいにふさわしいにふさわしい回復回復回復回復のののの在在在在りりりり

方方方方をををを模索模索模索模索してやるしてやるしてやるしてやることことことこと。。。。    

もともともともともともともともと薬物依存症薬物依存症薬物依存症薬物依存症なんてなんてなんてなんて、、、、簡単簡単簡単簡単にはにはにはには

やめれられないやめれられないやめれられないやめれられない病気病気病気病気なんだなんだなんだなんだ。。。。治治治治せるせるせるせる医者医者医者医者

がいないがいないがいないがいない。。。。専門家専門家専門家専門家をををを自認自認自認自認するするするする医者医者医者医者でもでもでもでも何何何何

がががが何何何何だかだかだかだか分分分分からないのがからないのがからないのがからないのが、、、、このこのこのこの病気病気病気病気のののの正正正正

体体体体。。。。でもでもでもでも、、、、回復回復回復回復はできるはできるはできるはできる。。。。クスリクスリクスリクスリをををを使使使使わわわわ

ないでないでないでないでクリーンタイムクリーンタイムクリーンタイムクリーンタイムをををを今日一日今日一日今日一日今日一日とととと積積積積みみみみ

重重重重ねてねてねてねて、、、、そうしてそうしてそうしてそうしてクスリクスリクスリクスリにににに頼頼頼頼らないらないらないらない新新新新しししし

いいいい人生人生人生人生をををを手手手手にににに入入入入れるんだれるんだれるんだれるんだ。。。。    （（（（続続続続くくくく））））    

 近
近近藤藤藤恒恒恒夫夫夫さささんんん講講講演演演    

1998年 10月 9日第三種郵便物認可（毎月 3回 8の日発行） 
2012年 3月 23日発行 ＳＳＫＵ  増刊通巻第 4123号 

連載第連載第連載第連載第１１１１0回回回回 

８８８８ 



■■■■「「「「回復回復回復回復のののの 12121212 ステップステップステップステップ」」」」読読読読んでんでんでんで心心心心にににに変化変化変化変化    

私は昨年末から栗原さんに頂いた「回復

の 12のステップ」を毎朝、起床のチャイム

鳴るまでの間、読んでいます。以前に「薬

物依存の脳内メカニズム」を読んだことが

あるのですが、これよりずっと希望が見え

る内容です。二読、三読して理解し、行動

に移せるまで読み続けます。今までクスリ

に対して軽はずみな考えや、勝手すぎる判

断によって大きな間違いをしてきました。

私は今、全てを見直さなければならないし、

無理な自信も捨てていこうと思います。ク

スリに対しては誰誰のせいで…という自己

正当化が目立っていましたし、安定剤を飲

んでいたので判断力が…という言い訳もあ

りました。この本に目を通してわずかな期

間なのに、私の幼稚すぎる考えや他人に対

する恨みが、次第に薄れてくるのを感じて

います。       （（（（東京都東京都東京都東京都・・・・ＳＴＳＴＳＴＳＴ）））） 

 

■■■■大切大切大切大切なななな家族家族家族家族がいるからまっとうになりたいがいるからまっとうになりたいがいるからまっとうになりたいがいるからまっとうになりたい    

…（クスリの使用によって）信用は一瞬

で失くしますが、その失くした信用を取り

戻すには、とても時間や労力が他の人より

も何倍も何十倍も必要だと思います。（身元

引受人の申請などで）多少なりとも、焦り

があるのは事実です。でも、人間は弱い生

きものですから、焦りが出てしまうのは仕

方のないものと私は考えています。薬物か

ら足を洗い、まっとうになりたいと考えた

のも、家族の事も含めてそうですが、そう

いう大切な存在があるからです。そうでな

ければ、薬物から足を洗い、断ち切ること

も、大切な家族からも信用を得られないと

思うのです。日々努力していれば、後から 
結果が付いてくるものだと信じています。

この世知辛いご時世ですから、理不尽さや

何やらでうまくいかないのは仕方のないこ

とだと思います。だからこそ回復の原点と

なる己の無力を認めることが大事だと自分

自身に言い聞かせています。（（（（青森県青森県青森県青森県・・・・ＳＡＳＡＳＡＳＡ）））） 
 

■■■■来年来年来年来年 52525252 歳歳歳歳、、、、人生立人生立人生立人生立てててて直直直直しのしのしのしの最終期最終期最終期最終期にににに    

 潮騒通信によると「円満退寮者が初めて出

た」とか。私もすごく驚きました。改めて依存症

の真の回復は甘いものではないという事を、と

ても考えさせられました。（中略）私は来年 52

歳になります。今後、私の事、仕事の事を考え

ますと、老いていく私にとっては人生を立て直

す最終の時期になりつつあるのではないかと

実感しております。失くしてしまった家族や友

人たち、そして社会的なもの。それらのことを

一つでも多く取り戻したいです。そのためにも

保護会にお世話になって、一刻も早く仕事を

見つけ、まずは経済的に自立できるように努力

するつもりです。      （（（（長野県長野県長野県長野県・・・・ＨＴＨＴＨＴＨＴ）））） 
 
■■■■今今今今 70707070 人人人人のののの中中中中にいたらにいたらにいたらにいたら、、、、人酔人酔人酔人酔いしそういしそういしそういしそう    

潮騒通信、手元に届きました。私が思っ

ていた以上の活発な活動で、入寮者の皆さ

んが多いのも驚きました。私も早くプログ

ラムに参加したいと心から思います。通信

の写真には見知った顔もあり、なぜかホッ

としています。逮捕されて半年。ずっと一

人のために一人暮らしには慣れましたが、

今 70 人の中にいたら、人酔いしそうです。

そんな私の残刑も１年と１カ月、仮釈は無

理にしても身元引受人の件ですが、お願い

してもよろしいですか？ 私も家族に袖を

振られている身、話を聞いてくれるか心配

です。施設長のお心遣いには本当に感謝し

ております。     （（（（東京都東京都東京都東京都・・・・ＧＫＧＫＧＫＧＫ）））） 
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こ
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日
本
人
は
桜
が
好
き
で
そ
の
桜
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が
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る
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に
も
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れ
る
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そ

の
点

滅
も

一
つ

の
リ

ズ
ム

で
楽

し
い

、
今

は
震

災
後

の
工

事
が

多
く

長

い
警

告
燈

も
道

路
の

曲
が

り
に

沿
っ

て
あ

る
の

で
見

方
を

変
え

れ
ば

こ
の

句
の

様
に

な
る

、
面

白
く

楽
し

い
一

句
で

す
。
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け
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節
分

に
は

鬼
や

ら
ひ

と
云

う
行

事
を

行
い

豆
撒

き
を

す
る

、
福

は
内

の

声
に

鬼
が

笑
う

と
云

う
の

も
面

白
い

、
そ

も
そ

も
人

間
界

に
は

鬼
も

同

居
す

る
、

そ
の

鬼
に

な
ら

ぬ
様

苦
労

し
努

力
す

る
の

も
人

で
あ

る
。

俳

諧
の

句
で

す
。

私
に

「
初

閻
魔

地
獄

絵
も

ま
た

仏
世

界
」

の
句

が
あ

り

思
い

出
す

。
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3月月月月行事予定行事予定行事予定行事予定 
17日日日日    北海道北海道北海道北海道ダルクダルクダルクダルク、、、、とかちとかちとかちとかちダルクフォーラムダルクフォーラムダルクフォーラムダルクフォーラム 
17日日日日    秋元病院秋元病院秋元病院秋元病院メッセージメッセージメッセージメッセージ 
18日日日日    横浜横浜横浜横浜ダルクセミナーダルクセミナーダルクセミナーダルクセミナー 
25日日日日    潮騒家族会潮騒家族会潮騒家族会潮騒家族会 
26日日日日    入寮者入寮者入寮者入寮者ボボボボウウウウリングリングリングリング大会大会大会大会 
26日日日日    新宿新宿新宿新宿とまりとまりとまりとまり木木木木相談相談相談相談 
28日日日日    入寮者映画鑑賞入寮者映画鑑賞入寮者映画鑑賞入寮者映画鑑賞 
４４４４月月月月主要主要主要主要行事予定行事予定行事予定行事予定 
 1日日日日    リカバリーパレードリカバリーパレードリカバリーパレードリカバリーパレード会議会議会議会議 
8日日日日    秋元病院秋元病院秋元病院秋元病院メッセージメッセージメッセージメッセージ 
9日日日日    日帰日帰日帰日帰りりりり花見小旅行花見小旅行花見小旅行花見小旅行（（（（古河総合公園古河総合公園古河総合公園古河総合公園）））） 

  
 
 
 
 

InformationInformationInformationInformation    
編集編集編集編集・・・・発行発行発行発行    

特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人特定非営利活動法人    

潮騒潮騒潮騒潮騒ジョブトレーニングセンタージョブトレーニングセンタージョブトレーニングセンタージョブトレーニングセンター（（（（本部本部本部本部））））    

〒314-8799 鹿嶋郵便局 私書箱 34 号 
〒314-0006 茨城県鹿嶋市宮津台 210-10 

TEL/0299-77-9099  FAX/0299-77-9091 
潮騒潮騒潮騒潮騒リカバリーホームリカバリーホームリカバリーホームリカバリーホーム（（（（中施設中施設中施設中施設））））    

〒314-8799 鹿嶋郵便局 私書箱 56 号 
〒311-2213 茨城県鹿嶋市中 2773-16 

TEL/0299-69-9099  FAX/0299-69-9098 
潮騒潮騒潮騒潮騒スリークオーターハウススリークオーターハウススリークオーターハウススリークオーターハウス鉾田鉾田鉾田鉾田    

〒311-2113 茨城県鉾田市上播木 1113-39 
TEL/0291-39-4872    

EEEE----MAILMAILMAILMAIL    k.s-darc@orange.plala.or.jp 
ホームページホームページホームページホームページ    http://shiosaidarc.com/ 

 

3333 月月月月        献金献金献金献金・・・・献品献品献品献品をををを戴戴戴戴いたいたいたいた方方方方々々々々        

▼献金を戴いた方     ▼献品を戴いた方 

島医院     様      平田 幸子 様 

米納 信治  様        中川 孝二 様 

斉藤 由美  様      イルポートこぼり様 

（千葉菜の花家族会）   根本 芳光 様 

富井 健夫  様 

         

今月も、上記の方々のほか、匿名の皆様から

献品・献金をいただきました。ありがとうございまし

た。 

なお、本通信の５ページでも読者、支援者の 

皆様にお願いしていますように、物置などに眠

ったまま使わなくなったパソコンがありましたら、 

 献品頂けるよう宜しくお願い致します。 

 

※発送作業簡略化のため、振込取扱票は

全員の方に同封させて頂いております。 

どうぞご理解の程をお願いします。 

今月今月今月今月もももも多多多多くのくのくのくの方方方方からからからから献金献金献金献金・・・・献品献品献品献品をいただきましたをいただきましたをいただきましたをいただきました。。。。心心心心からからからから感謝申感謝申感謝申感謝申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。本当本当本当本当にありがとうにありがとうにありがとうにありがとうござござござござ

いいいいましたましたましたました。。。。おかげさまでおかげさまでおかげさまでおかげさまで潮騒潮騒潮騒潮騒 JTCJTCJTCJTC はははは、、、、回復回復回復回復のためののためののためののためのプログラムプログラムプログラムプログラムをををを実践実践実践実践することができておりますこすることができておりますこすることができておりますこすることができておりますこ

とをごとをごとをごとをご報告報告報告報告いたしますいたしますいたしますいたします。。。。今後今後今後今後ともごともごともごともご支援支援支援支援くださいますようくださいますようくださいますようくださいますよう、、、、なにとぞなにとぞなにとぞなにとぞ宜宜宜宜しくしくしくしくおおおお願願願願いいいい申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。    

 

編集後記編集後記編集後記編集後記 

例年よりも厳しい寒さのせいで、日課の散歩からしば

らく遠ざかっている。いったん空白ができると、なかな

か活動を再開するきっかけがつかめない。朝晩に糖尿病

の薬を手放せなくなって久しいだけに、頭の中では焦り

が伴う。糖尿病は合併症が怖い。本号 7 ページでチョー

さんが回顧しているように、糖尿病はそれ自体は痛みも

何もないので、なかなか自覚症状を持てない。しかし、

どこか体に不全感や違和感を持った時には要注意。知ら

ず知らずのうちに、長年の蓄積から危険信号が発せられ

ている。神経障害や網膜剥離などで足を失ったり、失明

したり、人工透析の身になったり…。チョーさんは失明

寸前になりながら運よく生還できたが、依存症の陰で糖

尿病を甘く見たら、手痛いしっぺ返しが待っているかも。

くれぐれもご用心、ご用心。      （イチ） 

１２１２１２１２    

発
行

所
 

郵
便

番
号

一
五

七
―

〇
〇
七

三
 

 
 

 
定

価
一

〇
〇
円
 

 
東

京
都

世
田

谷
区

砧
六

―
二

六
―
二

一
 

 
 

 
 

（
会

費
に
含

む
）
 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
障

害
者

団
体
定

期
刊

行
物

協
会
 

1998年 10月 9日第三種郵便物認可（毎月 3回 8の日発行） 
2012年 3月 23日発行 ＳＳＫＵ  増刊通巻第 4123号 


